
帰結 

 
＜帰結第 1＞ 
すべての数三角形において、第 1 水平行および第 1 垂直行のすべての細胞は
母細胞と同じである。 
 
＜帰結第 2＞ 
 すべての数三角形において、各細胞は、その直前の水平行の、その垂直行か

ら第 1垂直行まで（それらの垂直行を含めて）のすべての細胞の和に等しい。 
 
＜帰結第 3＞ 
 すべての数三角形において、各細胞は、その直前の垂直行の、その水平行か

ら第 1水平行まで（それらの水平行を含めて）のすべての細胞の和に等しい。 
 
＜帰結第 4＞ 
 すべての数三角形において、各細胞から単位数を引いたものは、その細胞の

水平行と垂直行との間（その水平行と垂直行は除く）に含まれたすべての細胞

の和に等しい。 
 
＜帰結第 5＞ 
 すべての数三角形において、各細胞はその相反細胞に等しい。 
 
＜帰結第 6＞ 
 すべての数三角形において、同じ指数をもつ水平行と垂直行とは、たがいに

全く同じ細胞から成っている。 
 
＜帰結第 7＞ 
 すべての数三角形において、各底辺の細胞の和は、その直前の底辺の細胞[の
和]の 2倍である。 
 
＜帰結第 8＞ 
 すべての数三角形において、各底辺の細胞の和は、単位数で始まる公比 2 の
等比級数の 1項であり、その指数は底辺の指数と同じである。 
 
 
 



＜帰結第 9＞ 
 すべての数三角形において、各底辺[の細胞の和]から単位数を引いたものは、
それより前のすべての底辺[の細胞]の和に等しい。 
 
＜帰結第 10＞ 
 すべての数三角形において、或る底辺の 1 端から始めて連続した細胞を欲す
るだけとれば、その和は、直前の底辺中の同じ個数の細胞に、同じ個数より 1
個だけ少ない細胞を加えたものに等しい。 
 
＜定義＞ 
直角を 2 等分して対角線上にひいた線上にある細胞、例えば、G、ψ、C、ρ

などを、分割線上の細胞という。 
 
＜帰結第 11＞ 
 分割線上の各細胞は、その水平行または垂直行における直前の細胞の 2 倍で
ある。 
 
＜帰結第 12＞ 
 あらゆる数三角形において、同じ底辺にあって隣接する 2 つの細胞のうち、
上位の細胞と下位の細胞との比は、上位の細胞から底辺の最上段までの細胞の

個数（両端の細胞を含む）と、下位の細胞から最下段までの細胞の個数（両端

の細胞を含む）との比に等しい。 
 
＜帰結第 13＞ 
 あらゆる数三角形において、同じ垂直行にあって連続する 2 細胞のうち、下
位の細胞と上位の細胞との比は、上位の細胞の底辺の指数と、同じ細胞の水平

行の指数との比に等しい。 
 
＜帰結第 14＞ 
 あらゆる数三角形において、同じ水平行にあって連続する 2 細胞のうち、大
きい方の細胞とその直前の細胞との比は、後者の底辺の指数と垂直行の指数と

の比に等しい。 
 
＜帰結第 15＞ 
 あらゆる数三角形において、任意の水平行の細胞の和と、同じ水平行の最後

の細胞との比は、この三角形の指数とこの水平行の指数との比に等しい。 
 



＜帰結第 16＞ 
 あらゆる数三角形において、任意の水平行[の細胞の和]と、その下の行[の細
胞の和]との比は、下の行の指数とその細胞の個数との比等しい。 
 
＜帰結第 17＞ 
 あらゆる数三角形において、任意の細胞にその垂直行のすべての細胞を加え

たものと、同じ細胞にその水平行のすべての細胞を加えたものとの比は、それ

ぞれの行において取り出された細胞の個数の比に等しい。 
 
＜帰結第 18＞ 
 あらゆる数三角形において、両端から等距離にある 2つの水平行[の細胞の和]
の比は、それらの細胞の個数の比に等しい。 
 
＜最後の帰結＞ 
 あらゆる数三角形において、分割線上にあって連続する 2 細胞のうち、下位
の細胞と上位の細胞の 4 倍との比は、上位の細胞の底辺の指数とそれより単位
数だけ大きい数との比に等しい。  


